
－収録日：2005年９月25日－ すぎなみ人 とっておき物語ぼくたち、私たちが聞いた 031　城谷俊也さん

一枚の絵、その向こうにあるもの
イラストレーターからのメッセージ
語り手：城谷俊也さん（永福在住・イラストレーター）
インタビュアー：紺野沙良さん（文化女子大学付属杉並高校2年・女子） 
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すぎなみ学倶楽部　www.suginamigaku.org

若いあなたに今語りたい「私の想い」がある。

※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

にラフスケッチという下書きを中２日程度か

けて描き、編集者のゴ－サインが出ると色

を塗ったり、仕上げに入ります。城谷先生

はだいたい1週間ほどで絵を完成させるそ

うです。

　個性、と言われても漠然としたイメ－ジし

か浮かんできませんよね。城谷先生に自分

に来る注文についてお話して頂きました。

　「科学専門誌に載っているような、人体と

か内臓の絵は無機質で気持ちが悪いでし

ょう。そういうリアルな絵を求めるときもある

けれど、一般の人が雑誌を読むときに描か

れてあると読みにくい。そういった経緯で僕

に"人の温もりを感じさせるような水彩画"の

注文がくるんだと思います」。

　城谷先生は水彩画だけでなく、フォトショ

ップというパソコン用ソフトも使っています。 

水彩で描いた絵の加工やポップな感じのイ

ラストも描いていて、城谷先生のホ－ムペ

－ジでも見ることができます。ホ－ムペ－ジ

では先生が自分の絵について、それぞれ

コメントをしています。絵を描くのは感覚的

なものだから、何も考えずに描いていると思

っている人は多いのではないのでしょうか。 

先生のコメントを読むと、どれだけ絵にこだ

わって頭を使っているかがみえてきます。 

先生のこのパワ－はすごいと思います。

▲私の描く水彩画に温もりを感じてもらっているのか

な。

現在の城谷先生のイラストには、「こころ」を

テ－マに描いているものがあります。私は

ホ－ムペ－ジにある「飛び立てない心」とい

う絵が好きです。自分を見つめるのが上手

いからこそ描ける絵なのだと思います。こう

いった「こころ」の絵を描く時は、ずっとその

テ－マで描く「こころ」と同じ気持ちなので

すか、と聞いたところ、そんな事はないそう

です。最初の描きだしはそんな気持ちでい

るようですが。明るい気分になってもさびし

い絵を描いたり、さびしい気分になっても明

るい絵を描いたり・・面白い話ですね。

■城谷先生について

　城谷先生の子供時代は、やはり工作など

が好きだったようです。人と共同で何かを

作るより、一人で作る方が好きだったとか。

内向的で、自分の中の空想を広げる人だ

ったそうです。武蔵野美術大学で絵につい

て学び、デザイン会社に勤めていました。

しかし「デザイナ－の仕事には痕跡が残ら

ない」。城谷先生は、ここからここまでは自

分の仕事、自分の世界というものが欲しい

と感じてデザイナ－からイラストレ－タ－に

転身しました。

　どんな仕事にも苦労や苦悩はつきものの

はず、先生はやめたいと思ったことはありま

すかと聞いたところ、「いろんなことで、一番

自分が好きなことを仕事にしているのだか

ら、と割り切っているので絵を描くことが嫌

いになることはない」と答えていただきまし

た。 その言葉からは、人柄も温かく、言葉も

温かい城谷先生の「絵が好きな心」がキラ

キラと光って見えました。先生がまぶしかっ

たです。

　最後に、城谷先生はどんなものを信念に

していますか、と聞いてみました。「気難しく

考えないで、自由に、自然体でいきたい。 

ガチガチに考えないで、長く続けられるよう

にするにはどうしたらいいか、と考えるように

している」。
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■はじめに

　絵！　ちょっと歩けば、いいえ、歩かなく

っても自分のまわりには絵だらけだというこ

とに気づくと思います。そこにある物、という

ようにしか絵を意識したことがない人もいる

かもしれません。しかし！　絵があれば必

ず作者がいるのです。今回は、水彩で柔ら

かくイメ－ジを表現される城谷俊也先生に

イラストレ－タ－という職業についてインタ

ビュ－させて頂きました。

■イラストレ－タ－について

　イラストレ－タ－は絵を描くお仕事です。

城谷先生のお仕事は、書籍、雑誌、広告関

係の挿絵、カタログの表紙、雑誌のカットな

どをメインにしているそうです。 お仕事での

イラストは好き勝手に描くのではなく、相手

の注文に合わせることが多いです。

　 編 集 者 の 方 に （ 依 頼 主 は 編 集 者 が 多

い）、「だいたいこういうイメ－ジで描いてく

れ」と言われた時、まず相手がどんな仕上

がりをイメ－ジしているのか、出来る限り正

確に理解しなければなりません。そこができ

ないと、どんなに良い絵を描こうが相手が

納得しない事があります。しかし、依頼主の

意向を生かしながらこちらから提案をする

場合もある、と城谷先生はお話していまし

た。

　そして次に、自分なりの工夫や個性を生

かしながら、注文に沿った絵を描くという流

れです。城谷先生の絵の制作過程は最初



※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。2

【紺野　沙良さんの感想】

　自分をみつめることは、「かたい」感じがし

たのですが、城谷先生をみているとそうで

はないように思えました。お話を聞いている

ときに「苦労」だとかそういう話をあまり聞か

なかったので、先生はそういうところはスパ

ッとわりきってニコニコしているんだと思いま

した。ニコニコしているけれど、夢を諦めな

かったり、キッチリした絵を描いていたりして

いるところをみると、自分に対しての厳しさ

があるんだと思いました。私もそういうものを

持ちたいと思います。城谷先生の生き方を

参考にしつつ私もイラストレ－タ－を目指し

ます。大変素敵な機会を与えて頂き、有難

うございました。

【城谷　俊也さんの感想】

　このような形でインタビューを受ける事は

まれなので、最初は大変緊張しましたがイ

ンタビュアーである紺野さんの誠実な性格

に助けられ思っていた事を自然にお話しす

る事が出来ました。また、実際インタビュー

という形で言葉にしていく事で、自分自身

を再認識する事が出来、良い機会を与えて

頂いたと感謝しています。これからイラスト

レーターを目指される方には、手の持つ表

現力や自然の素材の持つ美しさを大事に

しつつ、自らの可能性を探究して行って頂

きたいと思います。また、ただ好きな絵を認

めてもらいたいと望むだけでなく、誰に何を

伝えたいのかという視点で描く事がイラスト

レーションにとっては大切だと思います。
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－収録日：2005年９月22日－ すぎなみ人 とっておき物語ぼくたち、私たちが聞いた 032　河北博文さん

良い医者になる条件は、
勉強ができること、ではなく、人が好きであること
語り手：河北博文さん（医療法人財団　河北総合病院理事長） 
インタビュアー：田中新さん（神明中学校2年・男子）、店網一二三さん（井草中学校1年・男子） 
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すぎなみ学倶楽部　www.suginamigaku.org

若いあなたに今語りたい「私の想い」がある。

※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

「先日は大雨で杉並区でも大きな被害が出

ましたし、アメリカではハリケーンで大災害

になりました。地球環境が変わり、これから

はこういう災害が度々起こるでしょう。ムダな

電気は消す、食べ物は残さず食べ、よけい

に作らないなど、一人ひとりが毎日の生活

の中で地球環境を考えてやっていこう」と。

▲総合病院と地域診療所、お互いに補い合って地域医

療が良くなると考えています。

　これからの河北総合病院は、地域の診療

所（クリニックなど）などお医者さんが１～３

人の病院と競争するようなことはせず、診療

所でできることは診療所にまかせ、河北で

しかできないことをやっていくそうです。たと

えば、夜間の小児科診療などで、夜、どん

な時間でも小児科医がちゃんといて診療で

きる体制をつくることです。子どももおとなも

安心して、河北総合病院があるからこの地

域に住むことができる病院づくりが目標だ

そうです。地域の人たちから、こんな病院が

あってよかったと思われる病院にしたいそう

です。小学校５年生の子どもが一人で河北

綜合病院に来ても困らないように、病院内

の案内の仕方などを工夫しています。困っ

ているときはこちらから先に声をかけようと

病院スタッフに言っています。なぜ、「小学

５年生」なのか？　それより年が下なら親が

一緒に来ることが多い、でも５年生くらいに

なったら、「もう一人で行きなさい」、と言わ

れる年齢だからとのことです。

■河北先生（河北博文さん）の

こと

　河北先生は、おじいさんも、お父さんも医

者だったので、物心がついた頃（幼稚園生

の頃）から、あとをついで医者になるのが当

たり前だと思っていました。お父さんは河北

先生が23歳の時に亡くなりましたが、それ

まで一度も医者になれとは言われなかった

そうです。でも、そのかわりお母さんから

は、医者になるためにあれこれ細かいこと

を言われたそうです。父親と母親は、それ

ぞれ役割を分担していたことを、大きくなっ

て気がついたと言って笑っていらっしゃい

ました。

　大学（慶應義塾大学医学部）に入って、

河北先生はあまり勉強しなかったけれど、

まわりには、良い医者になりそうな人がたく

さんいました。そういう人たちがきちんと働

ける環境を作ることが自分の役目だと思

い、アメリカへ留学してシカゴ大学大学院ビ

ジネススクールで経営学の勉強をしまし

た。また日本の医療の仕組みや年金など

社会保障制度について学びました。特に

河北先生の専門は、直接患者さんに接し

治療するお医者さんではなく、病理学（病

気の定義・病因などを探る学問）が専門

で、患者さんの病気が重いのか、軽いの

か、どのような病気なのを見極める仕事と、

働きやすい職場を作ることを引き受けてい

るそうです。

　いくつか質問をしました。

Q1．医者になるのは難しいですか？

A1．勉強は「継続する（休まず続ける）」こと

が大切で、学ぶこと、やりたいことをやるた

めには毎日毎日の積み重ねが大切です。

良い医者になれる人は勉強ができる人で

はないと思います。人間が好きな人、人とき

ちんと話のできる人が良い医者の条件の一

つではないだろうか、との答えでした。この

気持ちと資質があれば、良いお医者さんに
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■河北総合病院について

　河北総合病院は1928年5月に創立され、

今年（2005年）で78年目になります。創立し

た頃は、30ベット、内科と小児科だけだった

のに現在は外科や産婦人科などもある「総

合病院」になり、なんとベッド数は本院・分

院合わせ391ベッドもあり、その他、堀ノ内

にある「河北リハビリテーション病院」、桃井

の「介護老人保健施設シーダ・ウォーク」な

ど合わせて638ベッドにもなります。 最近の

特徴は、病気を治してあげたいが、治すこ

とができず病気と一緒に生活しなければな

らない人が増えていることだそうです（高齢

者の患者さんが多い）。

　河北総合病院は24時間対応で、１年間に

休みは１日もありません。これはいつ、病気

の人が運ばれてくるのかわからないからで

す。24時間対応を支えるのがチームワーク

です。サッカーと同じで、お医者さん、看護

師さん、それぞれ一人ひとりではなく、チー

ムで対応するそうです。

　「あたたかく　やさしく　人にも地球にも」、

これが河北総合病院の標語です。人に優

しいのはもちろんですが、地球環境も考え

なきゃいけないと、河北先生は力強い調子

で言っていました。たとえば、病院から出る

職員、患者さんなどの食事の残りは、病院

内の装置でたい肥にして、その土を埼玉県

の農家で使ってもらっています。

　河北先生は、若い人たちにもっと環境問

題に関心を持ってもらいたいと言います。 



※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

とインタビューすると聞いたときは、入院し

た時の暗い気持ちを思い出してしまいまし

た。

　でも、理事長の話の中で、いつも患者さ

んが満足する、よい病院作りのために色々

なことを考えていることを知りすばらしいと

思いました。また、理事長の話の中で特に

印象に残ったのは、何かをするためには

「継続」が大切だということです。毎日の積

み重ねで大きな成果が生まれるのだと思い

ます。サッカーをやっていてすぐにはうまく

いかないけれど続けているうちにできる技

があります。それと同じです。僕はまだ将来

何になるのか決めていませんが、このことを

忘れないでがんばろうと思います。

　病院の環境負荷を軽減することについて

もそうです。小学校５年で勉強し、実践した

Kids ISOプログラムを思い出し、自分でで

きることを少しずつ続けていこうと思いま

す。その積み重ねが地球の環境を守って

いくことにつながるのですから。とてもため

になる話を聞かせていただきありがとうござ

いました。

【店網一二三さんの感想】 

　お医者さんには、すごく勉強ができる人じ

ゃないとなれないというイメージを持ってい

たのですが、河北さんの話を聞くと、「人間

好き」な人が良いお医者さんになれるとお

っしゃっていたのが印象的でした。これから

も河北綜合病院に、地域のためにいろんな

ことにチャレンジしてほしいと思います。最

後に、全国高校ラクビー大会で花園まで行

ったなんてすごい選手だったんだと思いま

した。
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なることは難しくありません。高校時代はラ

グビーをやっていました。週３日、１日に２

時間くらいしか練習しなかったけれど、その

積み重ねが実って、"花園"まで行ったので

す（全国高校ラグビー大会は花園ラグビー

場で行われる。高校野球の"甲子園"のよう

な存在）。

Q2．夢は何ですか？

A2.いろいろあります。たとえば、公園の真

ん中にサッカー場を作り、その周囲を馬の

道にして馬と人がふれあえるようにしたい。

イギリスのロンドンには、大都市なのに馬の

道があります。日本には自転車専用の道す

らありません。馬と人のつきあいは古く、"い

やし"の効果も他の動物よりも大きいとのこ

とでした。私たちもサッカーに夢中ですが、

ちらりと横目で見ると馬が歩いている場所

でサッカーができればいいなあと感じまし

た。

■その他

　医者は大学を卒業してからが大変で、一

人前の医者になるために「研修医制度」と

いうものがあって、 これは、先輩の医者と一

緒に患者さんを診ながら実地に学ぶ制度

がです。河北総合病院は1948年から研修

医を受け入れていて、教育病院として60年

の実績があります。

　従来の研修医制度は、ほとんどが大学病

院でやっていたため、患者さんの病気も専

門分野に偏りがちでした。これからは、なに

かトラブルがあったときに対応できるように

いろいろな病気に対応できて、病気をしっ

かり診ることのできる医者を育てないといけ

ないと考えているそうです。

【田中新さんの感想】 

　僕は小学校5年のときに盲腸で河北綜合

病院に1週間入院しました。まわりの患者さ

んが大人ばかりだったので、親が帰ったあ

との夜はとても寂しかったのを覚えていま

す。だから、はじめ河北綜合病院の理事長

－収録日：2005年９月22日－ 032　河北博文さん

→



－収録日：2005年９月１日－ すぎなみ人 とっておき物語ぼくたち、私たちが聞いた 033　内田順久さん

70歳現役の扇職人はアイデアとハイテクで勝負する

語り手：内田順久（うちだ・よしひさ）さん（宮前5丁目在住 　扇職人）
インタビュアー：深沢　拓未さん（井荻中学校2年･男子）、今川　文吾さん（荻窪中学校2年･男子）
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すぎなみ学倶楽部　www.suginamigaku.org

若いあなたに今語りたい「私の想い」がある。

※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

の前に出てこないことが分かっていたので

先生も怖くはなかった。全クラスの生徒を敵

にまわしても平気な小学生時代でした。

■職人の修行で学んだこと・得

たこと

　中学を卒業したらすぐ職人になることを決

めていた。ふるさとの滋賀県甲賀郡信楽町

多羅尾（現・甲賀市）から先輩職人を頼って

上京、浅草の扇職人に弟子入りした。浅草

方面は芸事が盛んなところなので扇、扇子

職人がたくさん住んでいました。朝早くから

夜遅くまで働いたが、仕事を教えてもらう立

場なので、給料はなく小遣い銭程度を与え

られ、住まいと食事だけは保証されるという

生活です。出るご飯も十分腹いっぱい食べ

るだけの量はなかったので、トイレにパンを

かくしておいて空腹になるとトイレでかくれ

て食べたりした。食べ盛り、育ち盛りの自分

にとってつらい日々であったとのことです。

　能･狂言･舞踊などに使う扇を作る職人と

して技術を身に付ける修行を始めることに

なるのですが、扇を作る道具は20種類くら

いしかない。道具が少ない分、手先の技術

と勘が必要となる。しかし、技術は理屈では

ないから体で覚えるしかないのです。親方

に手際が悪いと怒られ何度も失敗をくり返

す中で、技術を体にしみこませてゆく、失

敗が多いほど覚える技術が増えることにな

ります。親方はお金のことを考えたら、早く

技術と要領を教えて弟子が失敗しないよう

に指導した方が得だが、それをやってしま

うと、いつまでたっても技術は身につかな

い。だから、たいていの親方は弟子には一

切教えないことにしている。失敗した時には

じめて少しアドバイスをしてあげる。

　そのおかげで、いまでも小刀があれば身

の周りのことが大体できる、一人で生きてい

くには何を身に付けないといけないのかよ

く分かった小僧時代でした。小刀で切る、

削る、穴を開ける…何でもできるから、竹の

ヒコーキなど小刀１本あれば作ることができ

る。君たちの親が子どもの頃に、指にケガ

をしながら小刀の使い方を覚えた。それと

同じことだと言っていました。内田さんは僕

たちに「人として生きていくコツ」を勉強して

ほしいと思うと言ってくれました。

▲昔は奉公に入ると親方に新しい名前を付けられたん

だ。本名で呼ばれなくなるんだよ。嫌だったねえ。

■発明と特許

　地球上には46億人の人間がいて、同じよ

うなこと（アイデア）を考える人が数百人もい

るはずです。でも、せっかく考えたものは書

類（形）にしないと他人は認めてくれない。 

だから何か新しいことを思いついたら、特

許を取るしかないと考えた。

　最初に特許を取ったのは昭和38年、27歳

のときです、技術特許の申請書の書き方が

わからなかったから、浅草で木版版画の刷

り士の紹介で銀座にある弁理士井上清子

特許事務所を訪ねました。この弁理士さん

は、日本で初めての女性弁理士でしたが、

井上清子さんのお父さんが鍛冶屋職人で

したので職人さんには特別のおもいがあり

内田さんを励ましてくれたそうです。

　扇を作る道具は少ないから職人自身の技

術がないと作るのが難しいしたくさん作れな

い。お中元とお歳暮用などの扇を安く提供

するには機械で作るのがいいと考えて、扇

に折り目をつける機械などを作って特許を

とった。自分が特許をとって安い価格で扇

1

■内田さんの子どもの頃の思

い出

　聞いた話を元に、少し調べごとをして書き

出します。

　子どもの頃、豊田佐吉翁（自動織機発明

し、現在のトヨタグループの礎となった）に

あこがれていました。どうして佐吉翁にあこ

がれたのかというと、昔から日本は木工技

術が発達していたので、農具や精密な仕

掛けで知られるからくり人形などは木細工

で作られていました。佐吉翁は糸繰返機の

絵図面を作り、宅間喜右衛門という指物師

兼建具師が木工技術を駆使し、糸繰返機

を製作したことが契機になってその後、自

動織機が発明されたことを知ったからだそう

です。算数、算術は、親しみやすい勉強だ

ったので真剣に学び、小学生でも円周率な

んかも知っていたので近所の大学生をつか

まえて生意気な話をしていました。自分の

周りには今考えると理数系の人たちが多か

ったように思う。

　一度、空を飛んでやろうと真剣に考え、す

ずめをつかまえて、自分の体と比較して、

自分が身に付ける羽を作ろうと考えた。竹と

和紙でどのような羽を作ったら空を飛べる

か計算し、試作した。その羽をつけて山の

上から飛ぼうとしたところ親にばれてしま

い、自慢の試作品をすべて捨てられてしま

ったことがある。親を心配させること、悪いこ

ともいっぱいしました。兄弟の４番目なの

で、学校でどんなに悪さをしても親は先生
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ものです。昔から要はクジラのヒゲを使って

きましたが、今では捕鯨禁止なので入手す

るのが困難だから真ちゅう製の要を使うよう

になった。でも、プロの踊りの人たちなどは

真ちゅう製の要の扇は安っぽくて使いたく

ないという。 そこでクジラのヒゲの代わりに、

釣り竿に使うグラスファイバーを利用してク

ジラのヒゲに似た要を作ることを思いつい

た。クジラのヒゲより強く、しかも人工のもの

なので虫がつかないというメリットがあるの

で大変喜ばれたとことでした。

■他人への想い

　年を取るに従い生まれ故郷のことが懐か

しく同級生、先生がどのようにしているのか

気になりだした。自分でできることが役に立

つならと考えて得意のパソコンを活用して

いる。たとえば、出身地の多羅尾は昭和28

年の台風の豪雨のために土砂災害が起こ

り、死者44名、全半壊流出戸数が全村の3

割という被害をもたらした。家族の写真やア

ルバムを失った人も多い。だから、自分の

持っている写真をスキャンして故郷の人た

ちにあげたりする。このようなことを喜びと感

じる年頃になった。弟子は実の娘を含めて

２人いる。弟子は私とは違い、職人気質（か

たぎ）だが、孫弟子は私と同じパソコン派で

ある。弟子が親方と違う生き方をしてもいい

と思う。だから、やり方も教えない。ただ、

「生きるコツ」を覚えてほしいと願っている。

【今川　文吾さんの感想】 

　今回のインタビューをして驚くことばかり

でした、特に驚いたのは、扇の要に使う鯨

のひげを手に入れることが難しくなったの

で、品質を替えずに代わりなるものを考え

て、工夫するという対応の仕方でした。他に

も「この人は本当にすごい人だなあ」と思わ

せることがありました。 インタビューで、扇の

ことをいろいろと知ることが出来て良かっ

た、ありがとうございました。

【深沢　拓未さんの感想】

　日本の伝統的な扇を作る技術を伝え続け

ることと、生活の中で使う扇との間には品質

･量･価格・作る技術などの問題があることを

知りました。この中で、扇を簡単に作る方法

を簡単に考え出す内田さんを知り驚きまし

た。新聞に載るほど大きな扇を作るというこ

とはすごい伝統的な技術がいると思いま

す。その技術にこだわらないで、安い扇も

作る工夫をするという、この人はすごいと思

いました。本当にありがとうございました。

【内田順久さんの感想】 

　愛弟子の三人が独立しました。孫弟子が

二人、見習い中が二人です。私はどちらか

というと職人というより技術改良者だと思い

ますが私の弟子はうまくしたもんで、職人ら

しいよい仕事をしてくれています。このこと

が私の自慢です。

　また、私の環境は仕事場に一日中いての

仕事ですから、いろんな人に会えなかっ

た。扇づくり（末廣ともいう）のことを皆さん

に知っていただきたくて仕事場から出て学

校で、扇づくりを実演したり、体験していた

だいたりしています。お目にかかった人か

らヒントをいろいろ頂いて私の仕事、人生も

変ったところもあります、若い人と話ができ

てありがたいと感謝しています。
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を提供すると 同業者（扇職人）は困るかもし

れないと初めは恐れたが、いずれは他の人

が同じような考えで特許をとる人が出てくる

と思うことにした。田舎から出てきて一人で

生きて行くには自分の得意の技術力を発

揮するしかない。親方が自分に教えてくれ

た「生きて行くコツ」と考え、恩返しですと割

り切ったと言っていました。

■扇づくりのこと

　内田さん自身は「職人」というより自分を

「技術者」だと思っている。だから、職人なら

やらないことをやる。例えば、スキャナーな

どを駆使して、扇の図柄（デザイン）を3000

強、パソコンに入力して管理している。絵師

が描いた手描きの原稿（絵･デザイン）を使

って40本とか50本の扇を作るという仕事が

くる。昔からのやり方なら木版印刷などを利

用するから百万単位の仕事になる。しか

し、40～50本程度の扇を作るのにそんなに

お金はかけられない。踊りなどに使う扇は、

鑑賞するためのものではなく、使い捨てに

なるものだから、いわば消耗品と考えた。使

う人もあまりお金を扇にかけることはできな

い。そこで原稿をスキャナーで取り込み、プ

リンターで印刷するという方法でやると、安

く作ることができる。こんなことをしたので、

芸事の中心地の浅草から離れた杉並区に

移っても注文に困ることはなかった。

▲パソコンも内田さんの大事な道具の一つ、既に3000

を越す扇の図柄がパソコンの中に入っている。

　もう一つ、内田さんの考えたことを紹介し

ます。「扇の要」という言葉があるように、扇

では要が重要で、これがないと扇にならな

い。自動車でいえばクラッチの役割をする

－収録日：2005年９月１日－ 033　内田順久さん

→
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をしていく。その中で、河田さんは指揮を執

るコンダクターの役割をしていらっしゃると

のこと。当然各担当者は、それぞれの専門

的な知識をもって資産の管理運用をしてい

くわけだが、河田さんいわく「時々気が狂い

そうになる」とか。確かに、さまざまな視点を

もち、情勢に応じた資産の運用を行ってい

くのであるから、その責任や、刻々と変る情

勢を見極めていくのは、大変なことだろう。

　基本的にヨーロッパは階級社会であり、そ

れを背景にプライベートバンクが生まれた。

そして、「資産家や地位の高い人々は、そ

の資産や地位の高さに応じて社会的な義

務が生じる」というのが社会的な認識として

定着している。ボランティアや寄付などが典

型的な例である。日本は階級社会ではな

いために、プライベートバンクがなじみにく

いと思われる側面がある。

　しかし、"ＩＴ長者"など、いわゆるニューリ

ッチ層が出現し、それらの層に適した金融

相談管理のあり方も模索されており、今後

は日本でも拡大することが予想される。都

市銀行などでも、「プライベートバンキング」

という形で対応をし始めている。

　河田さんは、こういう現状を「身長も体重

も、生きてきた空間も、人それぞれ違うの

に、これまでの日本の金融界はすべて標準

体型のみで対応してきた。標準体型の服が

着られないのは、着られない方が悪い、と

いう考え方でやってきた。日本の金融界

も、今後はもっと細分化してゆく必要がある

社会になっていく」と捉えている。

　一方で、その標準化を善しとする日本独

特の考え方は、河田さんの仕事上の悩みと

もなる。つまり「顧客のニーズの意味が多岐

にわたりはっきりと示されないことが多い」の

である。顧客自身が「どのような会社にした

いのか」「今後どのような生き方をしていくの

か」が示されないことが多いというのだ。例

えば、会社をより大きくしたいのか、中型の

規模の会社でいいのか。 あるいは、自分が

作って大きくした会社であるが、今後、自分

は資本家で行くのか、経営者として活躍す

るのか、違う会社をまた作り頑張っていきた

いのか等、顧客のニーズがどこかにあるの

か明確につかめないとアドバイスのしようが

ないというわけだ。資産を管理していくため

に、会社・個人･家族･社会の4つのカテゴリ

ーに分け、それぞれにアドバイスをしていく

そうだ。顧客の意向がはっきりしないことに

は、何もできないということだ。確かに、顧

客の意向を分析・分類していくことは、資産

運用管理に必要不可欠なことだと思う。

▲多様性の時代と言われながら、日本の金融制度は標

準的な形しかなくて、細分化した顧客の要望にどう応え

ていくかが悩みの一つですね。

■河田さんの見る日本の現状

と未来

　日本が世界一と誇れることのひとつに、大

学進学率の高さがある。同時に大学卒業

者の犯罪率が低いことが挙げられる。しか

し、それは「おれはこのレベルでいいのだ」

とぬるま湯的、横並び的に小さくかたまって

いる現状と対応しているように思われる。だ

から「成り上がろう」とする人が少ないので

はないか。

会社というのは、本来「財を確保することに

便利な組織と機能をもっている」ということ

で、その存在価値があると思う。商品やサ

ービスを提供することには興味がなく、ただ

財のみを増やすことにだけ興味がある人も

1

■河田さんの仕事＝「プライベ

ートバンク」のこと

プライベートバンクという日本ではなじみの

薄い言葉に興味を持ち、河田さんにお目

にかかることになった。「プライベートバン

ク」の業務を簡単にいうと、「資産家のお金

の運用と管理」である。河田さんは、スイス

に拠点を置くプライベートバンクの東京駐

在事務所（1992年～）に首席駐在員として

勤務なさっている。 

　スイスのプライベートバンクが得意とする

顧客は主にビジネスオーナー（企業オーナ

ー）をはじめとする資産家である。すべて紹

介をしていただきながらお客様を見つけて

いく方式で、顧客開拓をしていく業務であ

り、いわゆる営業はしないそうだ。

　当然、業務の中には、スイスでは可能なこ

とでも、法律的な問題などにより日本では

不可能ということもある。日本においては、

そのような事情で顧客数は限られるが、ゆ

っくりと時間をかけていくことをモットーにし

ている、とのことであった。

　取り扱う業務は、すべて顧客（ファミリー）

一人ひとりに応じたオーダーメイドとなるそ

うだ。顧客一人（１企業）につき一人の専任

担当者がつく。オーナー企業の資産経営、

役員としての責任資産と個人資産との線引

き、個人の株式等資産、家族の資産などを

対象に、それぞれ専門のスタッフが３～４名

でチームを組み、法令順守、資本と経営の

分離などの観点から広い視点で運用・管理
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は、西欧の同業者が顧客に必ず勧めるメニ

ューの一つになっている。また、会社を自

分の子どもに継がせるのか、それよりもっと

優れた外部の人に任せるのか‥そんな相

談にも応じる。

■今の若者の悩みや疑問への

回答、その他ご意見など

 １）仕事（人生）を長く続けていると、

　いろいろなものが心の中に澱のようにたま

ってくる。これは生きている限り仕方がない

こと。それを愚痴にして酒で紛らわせる人も

いるが、それは空しいだけだ。自分の心の

中にたまってくるものをちゃかすことで、ま

た新たな気持ちになれる。嫌なことを"芸の

肥やし"だと思うこと。

２）ヨーロッパでは、

　働くことにあまり高い価値観を置かないと

ころがある。ある年齢に達すると、それまで

蓄積してきたものを社会に還元・配分する

ことを考える人が結構いる。"持てる人（資

産家）"はお金を使うことに忙しい、そうでな

い人は生活のために働くことに忙しい‥人

生さまざま。どちら側に立つか？　そのため

には、どうするか、考えていくことが大事。

３）文系と理科系とどちらが大変か？ 

　一般的に理科系の方が大変というが、最

終的には目に見えるモノを作っている理科

系より、"答えのない世界"で働く文系の方

が大変なのではないかと思う。 

４）河田さんの仕事や人生に対するエネル

ギー、その源は？　

　「自分の嫌いなことは、人と同じことであ

る」。会社に入った当初から、周囲の人と同

じなのが嫌いで、白いシャツは着たことがな

い。もうひとつは、コンプレックスを認識する

こと。「自分の中のコンプレックスを見つけ

ろ！　そしてそれに立ち向かえ！」 

　学校教育などで、人より劣っていると、そ

れは個性だから気にするな、などというが、

それは間違い。世の中、平等なんかない！

　不平等と認識するところからスタートすべ

きだ。

■スイス（ヨーロッパ）と日本

の比較

 河田さんが感じている日本とスイス、欧米

の特色を伺ったところ、スイス人と日本人

は、メンタリティに関しては似ている、また勤

勉なところも同じ。 家族経営も多く、それを

卑下しているようなところもあり、似ているか

もしれない。

　では、違う点は何か。日本人は創造性に

富んでいること。スイス人は、一度決めたこ

とはずっと変更せずに維持するところがあ

る。ひとつには、永世中立国なので、戦争

による負債もなく、大きな国の資産があり、

新しいことを始めるより、それを守ることが

優先されるためだろう。

　また、イタリア語圏、ドイツ語圏、フランス

語圏と、１つの国とはいえ、スイスは連邦制

で、共通のものがないのが特徴であると。

　スイスには、観光と銀行くらいしかない。

製造業も製薬、時計、チョコレートくらい。も

ぬけの殻のような国だから、何をするにも外

から持ってくるしかない。「日本は島国」とか

いわれるが、そんなことは日本の歴史（海

外との交易など）を見ても間違い。そう思わ

せた方が有利という層がいるのだろう。農業

の国というのも違う。フランスの方がよほど

農業国といえる。

　同じヨーロッパでも、イタリアやスイス人は

家族愛が強く、北欧は個人主義というか独

立心旺盛。ちなみに、アメリカでファミリード

ラマが盛んなのは、２組に１組が離婚すると

いう社会的背景があり、願望のあらわれな

のだろう。

【朝枝英也さんの感想】 

１）若い人たちへのメッセージということで

　河田さんは、「寄らば大樹」という考え方

ではなく、自分で考え、変化に対応できる

「個」の大切さを話してくださったように思

う。確かに、資本主義経済の中にあって、

自分で資金を運用し、財を作り、常に社会

に対応していくという考え方は魅力だ。しか

し、それには、自らが学び、実践するという

2

いるし、その商品やサービスの提供のあり

方に興味を持つ人もいる。会社はトップの

考え方次第で自在に変わっていくことがで

きるような仕組みになっている。人の生き方

も人それぞれ、日本人の価値観も年々多

様化しているので同じ会社でも、営業方

針、理念でさえも変化していく。

　また、個人企業の見直しが必要な時を迎

えている。ニーズは多様化し、大企業のみ

ではそれらに対応しきれなくなってきてい

る。細かいマーケットには小回りの利く個人

商店の方が対応しやすいと思う。そのような

変化の時期を迎えているのに、日本の若い

人は、いまだに大企業指向が強い。

　そのような意識を変えるべきだろう。「人気

企業ランキング」に数十年間も大きな変化

がない日本の現状はおかしい（河田さんの

学生時代とほとんど変わっていないとのこ

と）。これは世界でもまれなことだ。

■ボランティア活動のこと

 河田さんは本業の傍ら、ボランティア活動

も行っており、ＮＰＯファミリービジネスネット

ワーク（インターナショナルな組織）の理事

でもある。何故、そのような活動を始めたの

か、伺った。

　日本だけでなく、世界的にみても、資本と

経営が分離されていない会社が圧倒的多

数を占める。日本でも大企業になりながら

上場していない会社はいくらでもある。それ

は、ファミリーで経営していることのアドバン

テージが、その会社にうまく合っているのだ

ろう。つまり、家族経営がうまく機能している

といえる。それなら、家族経営的な会社の

機能を他社もまねてみれば‥というのがそ

もそもの始まり。

　「生きたお金の使い方をする」と言われる

が、お金を上手に使うことは大変難しい。経

営者も、経済的に安定するに従い、いろい

ろな欲が出てくる。たとえば、ベンチャーキ

ャピタルに投資しても回収できないことが多

いので、悩んでいる人が多い。こういう方々

に社会的に生きるお金の使い方をアドバイ

スするのも活動のひとつである。この分野

－収録日：2005年10月19日－ 034　河田 淳さん

→



※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

と縁が薄くなった社会人３年目ぐらいだった

でしょうか。後輩の合宿に差し入れをもって

出かけてみれば、数分おきに水分を口に

含んで練習する、彼らの姿がありました。 

鈍い私でもやっと気がつきました。絶対と信

じられていることでも、覆ることがある、と。

結構これ、小生の原点なんです。 

　時は更に２０年を経て、同窓会でショック

を受ける破目になります。田舎の高校を卒

業したのですが、まあ、それなりに進学校

でして、学歴社会の頂点に存在する大学

に、毎年１０名程度合格するのが定石だっ

たのですが、ここ数年、ゼロの年があるらし

い。そればかりか当時、ちょっと評判が悪か

った高校が確実に合格者を輩出している。

要するに特進クラスができて、且つ授業料

免除みたいな「マーケティング」が行われた

わけなのですが、その進学の先に何がある

かはさておいて、進学という手段のパラダイ

ムは、すでに大きく変わっていたのです。 

昔お世話になった会社の人事部に在籍し

た時代、「優秀な学生を採用したければ、

大学ではなく、その出身高校を見れば良

い」という基準があったのですが、まあ、そ

の効力も薄まってしまったみたいですね。

　朝枝さんと話をして、物事の両面性を意

識しているかという興味を持ちました。 職務

上、また生活におけるすべてにそうなので

すが、例えばタバコ（吸ったことがないの

で、わかっていないのかもしれませんが）に

は発ガン作用などの有害物質が含まれて

いる半面、リラックスをもたらす効用がありま

すよね。 ヒステリックに禁煙を叫ぶ人、団体

を小生は嫌悪します。下手な命名で恐縮な

のですが、「絶対真理教」の信者には興味

がないのです。 ただですら人間は絶対とい

われるものを信じてしまう弱さを持って生ま

れてくるのですから。勿論それは、両論併

記で、結論を出さずにうだうだしている人を

評価するという意味ではありません。時間

は有限ですから、一つ一つの判断は早い

方が良い。要するに結論はあくまで相対的

なものであり、それでも結論を出さなくては

いけないのが、「文系人間の難しさ」だとい

うことです。朝枝さんがどういうタイプかとい

うのは、見抜くことができませんでしたが･･･

･･。

　一つ判断したら、また次の判断が待って

います。小生なんぞが偉そうに指摘しなくと

も、その大きな波に巻き込まれていきます

から心配御無用ですが。
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意思と知恵がいるだろう。難しいことだと思

うが、河田さんには、その中で生きてきたと

言う自信が感じられた。

２）確かに、お金を有効に使うということは、

難しそうだ。単に投資ということだけでなく、

社会的に生きるお金の使い道ということを

考えていくことは、大切であるが、1950年代

以降の日本ではなかなかなじみの無いこと

ではないだろうか。個人の資産を有効に生

かす分野の研究、調査も魅力的な仕事の

ように思われる。

　小さな政府を目指すといわれているが、

本来行政のやるべきメニューを少なくして

いくならば、今後、民間企業、ボランティア

やＮＧＯ，NPOなどに行政機能の一端を肩

代わりさせることもあるようだ。ボランティア

などの活動が本当に意義のあるものなら、

そういう活動の支えにもなる資金というもの

をもっと真剣に考える必要があると思う。

３）日本人が、創造性があるという評価はび

っくり。だが、確かに、「真似る」ことから、新

たな形を作り出したり、色々なものを「日本

的」という味付けにしていくことは、得意かも

しれない。日本的な味付けを日本人の創造

性発露として評価するなら、欧米流でも、イ

スラム流でも、アジア流でもない、日本流と

いう国際ブランドが出現するかもしれない。 

様々な国で、新たなプライベートバンクの

形が求められ手いるので、河田さんは、「日

本流」を「国際化、普遍化」する仕事の魅力

を感じているのではないだろうか。

【河田淳さんの感想】

　常識の嘘という言葉があります。小生が学

生生活を終える時代まで、スポーツをする

ときは水を飲んではいけないといわれてお

りました。忘れもしないある全国大会、某社

の健康飲料水（粉末）が、スポーツボトルと

ペアで大量に無料配布されました。貧乏な

学生はともかく物を貰えるのがうれしくて、

引き払わなくてはならない下宿先に、大量

に運び込んだくらいです。すっかりスポーツ

－収録日：2005年10月19日－ 034　河田 淳さん

→



－収録日：2005年11月29日－ すぎなみ人 とっておき物語ぼくたち、私たちが聞いた 036　村林裕さん

サッカーを楽しく続けるためにFC東京のできること

語り手：村林裕さん（阿佐ヶ谷在住 東京フットボールクラブ株式会社 常務取締役）
インタビュアー：竹原稔也さん（中瀬中学1年･男子）、古城景さん（井荻中学1年･男子） 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

すぎなみ学倶楽部　www.suginamigaku.org

若いあなたに今語りたい「私の想い」がある。

※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

■サッカー界のこと／ＦＣ東京

の練習生のこと

　村林さんが今、心配していることは、小さ

いうちからサッカーを始めて、10代でやめ

てゆく子どもも少なくないということです。中

学生、高校生は体が育つ途中段階だから、

練習後の体の管理を怠るとすぐに体をこわ

してしまうこともある。このようなことが起こら

ないように指導するためにＦＣ東京では、20

人強のコーチを東京23区内で、一日サッカ

ースクールを年間100回開催している。ま

た、ＦＣ東京では小学校６年生を対象に、Ｆ

Ｃ東京の中学生クラスの練習生の入団テス

トがあるが、800人受けて受かるのは40人

程度という狭き門である（合格するのが難し

い）。どこを見て判断するのかというと、ボー

ルを扱う基本技能とボディーバランスをみる

とのことです。ＦＣ東京の中では、年齢と学

年は関係なく、中学３年生で高校生のクラ

スと一緒に、また、高校生になると大人チー

ムと一緒に練習をしたり試合をする子どもも

いる。

▲ぼくも中学時代にサッカーをしていたけど、ポジション

はスィーパーだったんだ。今は聞かれなくなったポジシ

ョンだね。

■サッカー以外の活動

　ＦＣ東京には「ＦＣ東京バレーボールチー

ム」という男子のバレーボールのチームもあ

る。Ｖ１リーク（Ｖリーグの下）では３年連続

優勝するなど戦績も良いとのことです。サッ

カーだけ指導するのではなく、バレーボー

ルの指導もしている。３人の専門コーチが

いて、週末の土曜日曜に、女子中学生を

対象に、バレーボール巡回教室を開いて

いる。いまサッカーの人気が高く、サッカー

を教える人はたくさんいるが、それにくらべ

て、バレーボールを教える人は少ない。学

校のバレーボール部でも専門のコーチが

いないのが現状である。ＦＣ東京も、サッカ

ーだけでなく、もっとバレーボールの指導

に力を入れたいと考えている。

■ＦＣ東京の仕事（運営）の中身

　ＦＣ東京を運営することについて聞いて

みました。運営には試合の運営と会社の運

営（経営）の２つがあり、まず、試合の運営

としては、ＰＲ（ＦＣ東京の試合の案内や選

手の情報などを伝える）、チケット販売、試

合当日の準備など、さまざまなことがある。

試合の当日になると、入場者（観客）がビン

や缶を持ち込まないようにチェックしたり、

ファンクラブの人にはカードをプレゼントし

たり、試合の様子をビデオテープに録画し

たり、こちらもやることがいっぱいある。試合

の運営のポイント（大切なこと）は、決まった

時間通りにキックオフをすること、90分間き

ちんと試合をすること、観客が楽しく安全に

試合を観戦できるようにすることなど仕事は

たくさんある。

　会社の運営として大事なことは、きちんと

収入をあげて（会社にお金を入れる）、ＦＣ

東京で働く人にきちんと給料を払うこと、そ

して新しいことに挑戦できるようにすること

が基本です。そして、観客の安全の確保、

子どもたちにサッカーの楽しさを知ってもら

うことなども大切な点です。これら全部を合

わせて行うことが会社の運営となる。組織の

大きさは違っても、ぼくたちの所属するアヤ

ックスのような地域のサッカークラブと基本

は同じだと思うとのことでした。

　ＦＣ東京は株式会社である。株式会社と

は資本（お金）を集めて会社をつくり、お金

1

■ＦＣ東京のサッカー普及活動

　村林裕さんは東京フットボールクラブ株式

会社（以下「ＦＣ東京」）の常務取締役で

す。ぼくたちの一番身近なサッカーについ

て話を聞きました。はじめに、ＦＣ東京がど

うしてサッカーを普及したいのかを質問しま

した。村林さんの答えは以下のようなもので

した。

　少しでもサッカーの好きな子どもを育てた

い、と考えて普及活動を行っている。サッカ

ーが上手になれば、サッカーがさらに楽しく

なるから、少しでも上手になれるように指導

する。ただ、例えば、君が上手になろうと努

力する、人より強くなろうと鍛えようとする、

それは必ずしも楽しいこととは一致しない。

しかし、楽しんでやっているだけでは上手

にならないし、上手にならないと結局はサ

ーカーをすることが楽しくなくなってしまう。

ということで、ＦＣ東京の普及活動の基本

は、「サッカーをしている子どもが、いつま

でも楽しくサッカーができるようにしてあげ

たい」という目標をもって活動している。小

学校の体育の授業にも出かけて普及活動

もしている。どうしてかというと、スポーツの

好きな子ども、サッカーをしたい子どもにサ

ッカーを体験してもらいたいからだ。ＦＣ東

京には、20名くらいの普及・指導のための

コーチがいて、調布市、三鷹市、小平市な

ど、さまざまな地域で子どもたちのサッカー

指導をしている。



※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

▲村林さんからお土産にFC東京の選手のサインやカレ

ンダーなどたくさんのグッズを貰いました。

【竹原稔也さん、古城景さんの感想】

　今回、村林さんにインタビューできてＦＣ

東京のこと、村林さんのことなどを聞くことが

できてすごくいい経験になりました。ポスタ

ーや選手のサインまで頂いて感謝していま

す。ありがとうございました。

【村林裕さんの感想】

　サッカーが好きなだけでなく、クラブの運

営にまで興味をもって一生懸命質問をして

くれて、ものすごく楽しかったです。みんな

スタジアムに応援しにきてくださいね。私こ

そありがとうございました。
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を出してくれた人たちのためにも、会社が

つぶれないように運営していくことが基本

で、ＦＣ東京のお金を出している会社は、

現在308ある。308のなかには、全国でも有

名な大きな会社もあれば杉並区の会社もあ

る。また調布市の花屋さん、練馬の米屋さ

んのような小さな会社もあるし、三鷹市、府

中市などのような地方自治体も入ってい

る。現在練習場は小平市にあるが、本社は

東京都江東区にある。元々ＦＣ東京は江東

区で会社をつくってスタートし、2001年まで

は江東区に練習場があったので、引っ越し

はせずに、本社は江東区においたままにし

てある。現在でも、中高生は江東区で練習

している。

■村林さんご自身のこと／常務

取締役の仕事

　村林さんは中学時代にサッカーをしてい

た。そのときのポジションは、ゴールキーバ

ーとスリーバックの間で守るスィーパー（スィ

ープはホウキではく、という意味）。当時は

花形の重要なポジションだったんですよ。

その頃は守る人と攻める人のポジションが

明確だった。現在は、全員で攻めるという

考え方に変わってきたので、スィーパーの

ように、守っているだけではもったいない、

試合の展開によっては、あるときは攻めに

参加すべきだ、オフラインを上げよう、という

作戦、戦略になったことで、このポジション

は、現在はあまり流行らないですね。 

　村林さん（常務取締役）の仕事をひとこと

でいうと、ＦＣ東京の経営の責任者です。経

営というのは、1年間の収入（入ってくるお

金）と、支出（出てゆくお金）を決めること。

支出では、選手といくらで契約するか、チケ

ットをどれくらい売って、そのお金をどう使う

かなど、何にどれくらいのお金を使うかを決

めることです。学校に規則があるように、会

社には会社のルールがある。経営の責任

者として、会社のルールを決め、それを社

員全員で守ってゆこうとみんなをリードする

のも村林さんの大切な仕事です。

－収録日：2005年11月29日－ 036　村林裕さん

→



－収録日：2005年11月25日－ すぎなみ人 とっておき物語ぼくたち、私たちが聞いた 037　高井戸警察署

おまわりさんの長い一日とお仕事

語り手：警視庁高井戸警察署 交通課・佐藤　英徳　課長代理、警務係長・山口　吉宏　警部補
インタビュアー：鈴木亮太さん（桃井第五小学校5年･男子）、綾音さん（桃井第五小学校4年･女子）、滉大さん（桃井第五小学校1年･男子） 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

すぎなみ学倶楽部　www.suginamigaku.org

若いあなたに今語りたい「私の想い」がある。

※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

りしまる

５ばん　交通規制　ひょうしきや信号機が見

づらくないかチェックする

６ばん　交通事故が起きた場合事故の原因

を調べる

７ばん　学校に信号機などを持って行き、

横断歩道を正しく渡るように言ったり、正し

い自転車の乗り方を教える

■交番にいる警察官の一日

・日勤　勤務時間8:30～17:15　昼間はたら

く

・夜勤　勤務時間15:00～翌日9:30(寝られ

ない)　夜はたらく

※交番の場合は4交たい　４日昼間働き1回

夜はたらく

※休みは決まってない、交替で休みを取る

※宿直は朝から仕事をして翌朝までやる　

交番勤務の人は出前、弁当を食べる

■高井戸警察署では

　高井戸警察署では約360名のおまわりさ

んが働いているそうですが、交通かかりの 

警察官がからだに身に付けているものをき

いてみました。

１ばん　検問灯　車や人を止めるもの

２ばん　反射背負いです。上半身に着るも

ので、夜に身に着けると光り、腰に白帯を

巻いて固定しているものです。

３ばん　腰に帯革をまいて、特殊警棒、拳

銃（相手が拳銃を持っている時、非常用に

使用する）、手錠をそうびする。交番の人は

無線機をもっている。それに加えて手袋、

警笛、手錠、鍵警察手帳をもっている。

■警察犬について

　　警察犬の種類は、エアデルテリア、ボク

サー、コリー、ドーベルマン、ラブラドールレ

トリバー、ゴールデンレトリバ－、シェパード

の5種類の中から選んでいます。とくにシェ

パードとラブラドールレトリバーが多い。多

摩市と板橋区に犬舎があり、そこでくんれ

んをしています。まやく（麻薬）とか、大切な

人の警備に、犯人そうさに活躍しますが

今、東京では20匹いるそうです。犬のきゅう

覚は人の6000倍以上もあり、人の臭いをか

ぐと、どこまでも追いかけていく。雨の日は

臭いが消えてしまうので活躍出来ないけれ

ど、条件さえよければ、犯人の帽子などの

臭いを嗅いでかなりの所まで追いかけられ

るのです。

■乗り物について

　高井戸警察署ではパトカーは15台、ミニ

パトは２台、白バイは２台、覆面パトカーは

６台、ぜんぶで、25台そろっています。

　パトカー(ミニパトも含む)は５人乗りで常に

二人のおまわりさんが乗っていますが誰と

誰が一緒に乗るという組み合わせはありま

せん。そして、女のおまわりさんが２人の時

は駐車いはんの防止にがんばるそうです。 

白バイは１人乗りで普通の車と違い赤色

灯、無線、サイレンが装備されている。普段

は制限速度で走っているが、緊急時は制

限速度の10ｋｍオーバーで走っている。

■交番について

　交番の建物は６坪ぐらいで、裏に待機所

があり、24じかん、２～４人はたらいていま

す。交番のおまわりさんは街で起きた事

件、事故にいち早くかけつけます。そして

難しい事件、事故の時には警察署に連絡

して、その事件、事故に必要な 課の人に来

てもらう。警察署の窓口である。警察署と交

番がしっかり助け合う事が大切です。110番

すると警視庁本部通信指令センターへつ

ながり、そこから各警察署にはパソコンと無

線を通じて連絡が入るようになっている。ど

こから電話をかけてきたかが画面に映し出

されるので心配しないでよさそうです。そし
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　ぼくたち三人（妹と弟）で井の頭通りにあ

る高井戸警察署の佐藤さんと山口さんに警

察署の仕事についてお話を聞きましたので

三人を代表して亮太がこの文章をかきまし

た。

　佐藤さんは、北海道の函館出身で、小学

生のときにまちの中を白バイにのって走っ

ているおまわりさんの姿を見てかっこいいと

思い、皮ジャンをきて白バイに乗れる警察

で働きたいという夢を持ったそうです。

　警察官になるには、まず、おまわりさんに

なる試験に合格すること、次に警察学校に

入りくんれんをうける。警察学校では剣道か

柔道のどちらか好きな方をえらんで体をき

たえる。剣道、柔道のどちらをえらんでもい

いそうですが、だいたい1対1の割合にな

る。高井戸警察署でも剣道をやっている人

と柔道をやっている人が同じだそうです。

佐藤さんと山口さんは柔道をやっている。

それから、剣道、柔道以外にも、逮捕術や

合気道(女性のみ)を習うといってました。

■佐藤さんは交通のしごとで

すが

１ばん　交通事故が起きないように、みんな

に注意し、ルールを守って、正しく運転を

することや、正しく歩くようにたのむこと

２ばん　白バイでまちを見まわる

３ばん　交差点など、道路に立って交通整

理をする

４ばん　ミニパトで見回り、駐車いはんを取



※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

人は警察官としっかり連絡を取り合ってい

るので安心してくださいといってました。警

察官をやっていて一番うれしいと感じる時

は、感謝された時で「ありがとう」といわれる

とうれしいし、喜びを感じるといってました。

【佐藤英徳さんの感想】

　鈴木さんの子ども、3人なかよしとお目に

かかりインタビューを受けました。外は車が

勢いよく走っていますから、前後左右、よく

見回して気をつけて歩いてください。
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て、署から無線を通じて指揮をとる。現場近

くの交番に連絡すると共に署からパトカー

を出動させる。犯人がナイフ等を持ってい

ることが多いので怖いけど、柔道や剣道、

逮捕術を習っているので、犯人に立ち向か

っていき逮捕する、怖いけれど勇気が大切

です。

　注）警察に連絡するときの電話番号、110

番という数字は覚えやすく、昔はダイヤル

式の電話だったからまちがいにくいし、すぐ

に電話をかけられるからです。

■小学校低学年の児童の事故
の多い例についておしえていた
だきました。

1ばん　車と車の間からの飛び出し

２ばん　キャッチボールやサッカーボールを

追いかけて道路へ飛び出すこと

３ばん　自転車の二人乗りはダメ　自転車

は軽車両と同じ扱いなので捕まる

４ばん　どんな時でも止まる時はしっかり止

まる

５ばん　信号がないところは左右をしっかり

確認して渡りましょう

【鈴木亮太さんの感想】 

　高井戸警察署にほうもんして佐藤さん、

山口さんに話をききました。佐藤さんは白

バイにあこがれて警察官になったそうです

が、ぼくは騎馬隊にあこがれます。お正月

の期間は、皇居では、参賀する人の交通せ

いりや警備に騎馬隊が出てきます。馬は近

くで見ると大きくて怖いけれど本当はやさし

い動物のようです。区役所の前で騎馬隊の

おまわりさんを見たことがあります。すぎな

みのまちの中を騎馬隊があるいて交通整

理をすればみんな、協力すると思います。

また、昔の白バイは車体が赤で「赤バイ」と

呼ばれていたそうです。白のほうが目立つ

ので白にしました、パトカーも昔は白でした

が、一般の自動車と区別ができないので車

体の半分を黒にしたそうです。あとは、学校

の校門近くで交通安全のしごとをしている

－収録日：2005年11月25日－ 037　高井戸警察署

→



－収録日：2005年11月24日－ すぎなみ人 とっておき物語ぼくたち、私たちが聞いた 038　小田切秀人さん

勝負に勝って初めて知る、"上には上がある"ことを。

語り手：小田切秀人さん（阿佐ヶ谷南・こども将棋教室「棋友館」経営）
インタビュアー：伊藤風矢さん（松渓中学１年生・男子）
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すぎなみ学倶楽部　www.suginamigaku.org

若いあなたに今語りたい「私の想い」がある。
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になります。

■将棋に興味を持ったきっかけ

　小田切さんは小学1年生の時、腎臓を悪

くして入院しました。その時に看護師さんに

将棋の駒の動かし方を教えてもらい、また

別の病棟に将棋の強いおじさんがいること

を知り、こっそり病室を抜け出しては、1か

月ほど教えてもらったそうです。このおじさ

んは足を骨折していたので小児科病室棟

から外科病室棟にいき将棋の出張授業を

受けたことになります。小学４年生の時に碁

会所の一角にある将棋教室に入り、工藤浩

平先生の将棋教室の第一期生となりまし

た。週に１回教えてもらい先生のご自宅に

もお邪魔していたそうです。

　中学２年生のとき、佐瀬勇次名誉９段の

門下に入ったそうです。６級で関東奨励会

に入会、プロを目指す特別な機関です。 

今の僕と同じぐらいの年齢なので、すごい

なと思いました。でも奨励会は厳しく、年齢

制限もあります。21歳までに初段、31歳ま

でに４段にならないと退会しなければならな

かったそうです。小田切さんは２級まで進

むものの、退会されたそうです。

▲私は、将棋に出会えて本当に良かったと思っている

んですよ。

■小田切さんの中学生時代

　小田切さんは中学生のころ、暗記が得意

だったので、教科では歴史が得意だったそ

うです。「将棋が得意」イコール「数学が得

意」なのかな？　と思ったのですが、数学は

普通だったそうです。

■「週刊将棋」の記者の仕事

　奨励会退会後、小田切さんは４年間、週

刊将棋の記者を務めました。今から２０年

前のことなので、今のようにメールどころか

宿泊所にFAXがなく、地方で戦うタイトル戦

では手書きの原稿を間に合わせるために

ポータブルファックスを持参したそうです。

プロの将棋は午前1時、2時に終わることも

多く印刷日前は大変だったそうです。小田

切さんの主な仕事は、写真を撮ること、原

稿を書くこと。週刊というサイクルなので週

に３回も徹夜するハードな仕事だったけど、

今思えば楽しかったそうです。その後はフリ

ーの著作活動。将棋を中心に旅行ガイドな

ども手がけられたそうです。

■子供教室を開くまで

　奨励会時代は、将棋会館で「子供将棋ス

クール」の講師を担当したそうで、この時に

子供に教える楽しさを感じたそうです。その

後現在の棋友館を開くことになりました。指

導棋士として子供たちに将棋を教えてい

て、苦労することは、いろんな子が通ってく

るので、駒の動き方がなかなか覚えられな

い子に教えるときだそうです。

　大会で子供たちにいい成績をとってほし

いが、相手のミスはねらわないで欲しい、い

い将棋を指して欲しいと願っているそうで

す。また、将棋は勝負が激しく必ず負けるこ

とがある。負けるつらさを知らないと人に親

切になれない、だから負ける気持ちを知る

ことも大事だとか。将棋は自分一人が頼り

の勝負です、結構つらいこともあるけれど

強くなって上にはもっと上がある、ということ

を知った時、一生の趣味にできると小田切

さんは言います。
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■はじめに、「棋友館」のこと

について

　小田切さんは、阿佐ヶ谷の中杉通り、ジョ

ナサンの上にある、棋友館(きゆうかん)とい

う将棋の教室を開いていらっしゃいます。

子供のための将棋教室で全国でも珍しい

教室だそうです。

　僕自身は、囲碁を習っています。将棋と

囲碁は違うけど、教室の雰囲気はあまり変

わらないなと感じました。僕がインタビュー

にうかがった時、ほとんど終わりかけの時間

でしたが、まだ教室には10人ぐらい、僕より

小さな小学生ぐらいの子が残っていて、み

んな真剣に将棋を指していました。会員は

およそ130人ぐらい、小学生が約90人、中

学生が約30人ぐらいいるそうです。ここで

は、大人は指導者としてだけ関わります。

■囲碁と将棋の違いについて

　囲碁と将棋には大きな違いがあって、将

棋はもともとある駒が動くこと、囲碁は石が

増えていくことです。囲碁は一箇所でやら

れても他の陣地をとればいいのですが、将

棋は一箇所がやられると、もうどうしようもな

くなります。将棋は１手の比重が高く、絶対

の１手というが勝負に激しさがあります。将

棋は男の子に向いているのかと小田切さん

は思うときがある、男の子は普段から活発

に動き回る、女の子は動くことが比較的苦

手だからなのかと思っているそうです。囲碁

は陣地を作ることを争い、白黒の碁石が絵



※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

ばって勉強を続けたら……もしかしたら、将

来プロを目指したり、教室を開いたり、専門

雑誌の記者になったり、という道を目指せる

のかなあ、と漠然と思いました。もちろんき

っとすごく厳しい道だと思いますが、小田切

さんをお手本に、がんばってみようと思いま

す。

【小田切秀人さんの感想】 

　伊藤くんは囲碁を習っているということ

で、将棋とはルールとゲーム性が違うもの

の、日本の伝統文化の心を継承している共

通点があるためか話が弾みました。初めて

会う大人にもキチンとあいさつや会話がで

きるのは、普段から年長と盤上で接する機

会が多い囲碁将棋に親しむ子どもたちの

共通点だと思います。 

　囲碁将棋は体力が勝敗の結果に大きく

左右されるスポーツと違い、だれもが対等

に、気軽に楽しめる遊戯です。しかも自分

で考えて結論を出さないといけないので考

える力を養うには最適といえるでしょう。そ

のせいか「ＴＶゲームより囲碁将棋」という親

御さんがたいへん増えております。 

　最近は囲碁将棋を正課に取り入れたり、

推薦入学の枠を設ける高校、大学が増え

ております。伊藤くんにはこれからも囲碁を

続けてもらい、有意義な青春時代を送って

いただきたいと願っております。
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▲将棋は勝ち負けを争うものですが、勝つためには何

をやっても良いというものではありません。子どもたちに

は将棋を通して礼儀を身につけて欲しいと願っていま

す。

■瀬川晶司さんのプロ入りに

ついて

　最近35歳でプロ編入試験に合格した瀬

川晶司さんについても伺ってみました。瀬

川さんとは面識があったそうです。日本将

棋連盟のフリークラス編入試験に合格して

2005年12月に4段のプロ棋士になった、61

年ぶりの快挙、おめでとうという気持ちでい

っぱいです。第２第３の瀬川さんが出てくれ

ればうれしいとのことでした。

【伊藤風矢さんの感想】

　小田切さんはとても優しい人でした。僕の

質問に詳しく答えてくれて、将棋のこと、小

田切さん自身のことを教えていただきまし

た。また将棋に関するパンフレットやグッズ

も頂きました。ありがとうございました。囲碁

と将棋を比べてみると、ルールは違うけれ

ど、盤をはさんで一対一で相手と戦うという

点は同じです。誰の助けもなくたった１人で

作戦を練って、頭を使って相手を倒さなく

てはなりません。大変だけど、楽しい競技

です。 僕が囲碁の教室に通い始めたの

も、小田切さんと同じ小学４年生の時です。

僕自身は４級でへたくそですが、小田切さ

んの話を聞いていて、僕ももっともっとがん

－収録日：2005年11月24日－ 038　小田切秀人さん

→



－収録日：2006年１月８日－ すぎなみ人 とっておき物語ぼくたち、私たちが聞いた 039　小林弘一さん

"虫"を通して自然の神秘を知る楽しみ

語り手：小林弘一さん（高井戸在住）
インタビュアー：今井達也さん（東京学芸大学付属大泉中学２年・男子　上荻在住）
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すぎなみ学倶楽部　www.suginamigaku.org

若いあなたに今語りたい「私の想い」がある。

※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

ステム設計を担当し、「どこでプログラムを

使ったら上手くいくか」などというシステム開

発の技術を学んだそうです。ここで身に付

けた知識を活かし、現在勤めているＩＴ関連

の会社に転職しました。しかしＩＴと趣味は

全くといってよいほど接点がなく、趣味はあ

くまで趣味として持っているそうです。 

　しかし、興味としての接点はあるようです。

理系、技術系の人は一般に、図録や図鑑

が好きな人が多く、抽象的なことを考えるよ

りも、図鑑に出てくるリアルな情報に魅力を

感じるとおっしゃっていました。

■珍しい蝶から身近な蝶へ

　仕事の合間などに趣味の時間を確保でき

てもなかなか観察ができなかった時期があ

りました。それは、昭和30～40年代に、ゴ

ルフ場開発などによって蝶の住む環境が

激変した時です。事前に蝶の生息している

場所を調べてから行かなければならなくな

り、のびのびと撮影や採集ができなくなって

しまったことが残念だとおっしゃっていまし

た。中学生のころは割と気軽に採集するこ

とができたギフチョウも、現在の東京では、

見かける可能性はほとんど無いとのことで

す。食草のカンオイも減り、高尾の裏山を

一日歩いても何株か見つけられる程度の

量しかないようです。 カンアオイはもともと１

年間に１ｃｍしか成長しないような植物で、

なかなかカンアオイ自身もギフチョウも、増

えることができないそうです。そこで、東京

でも数多く見ることのできる蝶を追うことにし

たそうです。例えば、地面や木にとまってい

るとなかなか見つけることはできないが、飛

ぶと非常に美しいルリタテハや、赤や黒の

まだら模様の美しいヒメアカタテハ、近年温

暖化により北上してきた、羽のはじ(ツマ)が

黒いツマグロヒョウモンなどです。

▲小林さんが標本の一部を持ってきて見せてくれまし

た。

■好きな虫・嫌いな虫

　みんなに嫌われがちなスズメバチも、小

林さんの好きな虫のひとつ。別名ヘボという

少々かわいそうな名をつけられているクロス

ズメバチは、ハチノコの素材として有名。ま

たこのハチは、刺されてもさほど痛くなく、

毒も少ないので割とかわいいとおっしゃっ

ていました。感じ方は人それぞれである。ち

なみに僕もかわいいと思っている一人であ

る。

　虫は全体的に好きな小林さんだが、嫌な

気分になるときもある。ひとつは、はたいて

もなかなか離れてくれない、アカウシアブに

刺されたとき。二つ目は、迫ってくるときの

ムカデやゲジ。だが、あの類はじっくり見て

みるとなかなか芸術的な足をしていて美し

い、とのこと。三つ目は、虫がいきなり現れ

たとき。どんなに美しい虫でも、いきなり目

の前に落ちてきたら驚きます。最後は知ら

ないで触ったら虫だったとき。枝や葉だと思

って触ったら虫だった、という苦い思いはな

るべくならしたくありません。しかし小林さん

は、「基本的には虫は大好き。生き物とは

友達でいたい」とおしゃっていました。

■昆虫標本

　昆虫は自然界では、事故や捕食などの被

害を受けてどうしても羽や体に傷がついて

しまいます。そこで小林さんは飼育という手

1

■昆虫に目覚めた子ども時代

　小林さんが虫に興味を持ったのは小さい

頃に買ってもらった「ファーブル昆虫記」や

「シートン動物記」がきっかけとなりました。

小学校は世田谷区でした。しかし同級生に

虫好きの人がいなかったために、横の広が

りはなかったそうです。でも、理科の先生が

標本を作っていたため、興味は増しまし

た。

　大きな広がりは中学に入ってからです。 

生物部に所属し、クラブの先輩から昆虫の

話を聞いたことで、蝶を追いかけるようにな

りました。クラブで谷川岳へ合宿に行き、ウ

ラキンシジミなど珍しい蝶とのふれあいもし

たそうです。昆虫を本格的に始めたのはこ

の頃からで、採集、標本製作、写真撮影な

どを始めたそうです。この中で一番強く興

味を持ったのが昆虫や植物の写真撮影。 

当時のカメラでは接写が無理だったため、

植物中心になりがちだったが、父上が愛用

していた二眼レフカメラを借り、虫や植物を

たくさん撮っていったそうです。

　その後は大学の電気工学科に入学、卒

業してステレオ製作の会社に就職、輸出を

担当したそうです。会社に入ってしまうと趣

味の時間はほとんどとれず、撮影は一時休

止となりました。

　25、26歳のとき、香港に駐在し、英語や

広東語をかじったそうです。その後コンピュ

ーターセクションのシステム部や品質保証

関係部署に入り、大型コンピューターのシ



※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

■環八の街路樹

　いま小林さんが観察しているのは、モミジ

バフウ（紅葉葉楓）というフウ（注）の仲間で

す。種がとても興味深い形をしていて、とて

も面白いそうです。東京の中でも大きな道

路に属する、環状八号線の街路樹はほと

んどがこの木です。なぜこの木を街路樹に

選んだのか、という疑問からモミジバフウの

観察が始まり、今では種子を採ってきて進

化系統まで調べる域です。僕はこの種子を

小林さんからいただきました。ぜひ発芽さ

せて研究のお手伝いとなりたいと思ってい

ます。 

注：フウ（楓）＝４月に花を咲かせる落葉高木。高さは

20mくらいになり、中国原産。中国では「楓」と書く。日本

では「楓」はカエデの仲間に当てることが多いのだが、も

ともとマンサク科のフウをさす。この漢字が日本に渡来し

たとき、掌状に分かれた葉が似ていることと、美しく紅葉

する共通点を持つ「かえで」に充てたと考えられる。イロ

ハモミジ（いろは紅葉）やイタヤカエデ（板屋楓）などは

カエデ科に属する。

▲モミジバフウの種はまるで大きなコンペイトウのよう。

私たちの周りは”自然”と言う名の芸術家の作品でいっ

ぱい。

【今井達也さんの感想】 

　なかなか好きになってもらえず毛嫌いさ

れることの多い虫を、子どもの頃から趣味と

して持ち続け、今でもそれを続けているとい

う。昆虫、植物採集と写真撮影と、しっかり

とした「好きなもの」を見つけることのできる

方とお話する機会を持てて、非常にうれし

いです。僕も、将来どんな自然と関係のな

い職業に就いても、小林さんを見習い、「趣

味」という物を大切にしていきたいと思いま

した。

【小林弘一さんの感想】

　私が子どもの頃は、テレビが普及し始め

た時期で、もちろんコンピューター利用の

ゲームなどありませんでしたから、必然的に

外で遊ぶことが多く、昆虫少年も今ほど珍

しいということはありませんでした。でも、年

を取るまで虫好きで通す人は多くないかも

しれません。いまの時代に、虫好き少年に

出会えてとてもうれしかったです。より大き

な自然の神秘に触れるきっかけを虫がきっ

と作ってくれることでしょう。きっかけは、樹

でも花でもよいので、さらには、もっと多くの

人が自然を好きになることを願っています。

　インタビューの最後に環八の街路樹が出

てきます。自然の神秘に触れる糸口をこの

樹を観察することで、見つけたいと、１年以

上写真を撮りながら考えています。モミジバ

フウの仲間のフウの葉の化石は3500万年

前のものが見つかっています。地球の上で

は、人間の先輩です。花も咲けば種も出来

るのですが、ご覧になった方はあまりいな

いのではないでしょうか。花びららしきもの

はありません。花の中におしべとめしべがあ

るのではなく、近くにありますが、雄花と雌

花は別々です。種が入っている実はトゲと

げのボールです。いつ見られるの、どこで

花を見ることが出来るの‥こんなふうに思っ

てもらえたら、みんなで観察しに行って、自

然の中の虫や植物の素晴らしさを分かって

もらえるのではないかと思う次第です。
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段をとりました。卵や幼虫を捕まえてきて、

その虫の食草とともに大きめの金魚鉢など

に入れ、育て、羽化（成虫になるための最

後の脱皮）したあとをよく観察して、その後

標本にするそうです。そうすると傷の全くな

い美しい標本ができるそうです。

■よりよい写真撮影をめざして

　現在では接写性能の高いカメラも安価で

購入できるが、昆虫写真を撮るために作ら

れたカメラというものはそうない。そこで役に

立つのが旋盤なのだそうです。旋盤の使い

方を覚えておくと、カメラの構造が変えられ

るので便利、とのこと。今では機械旋盤は５

万円～10万円で購入できるので、どこかで

旋盤を覚えておくといいそうです。

▲虫も植物もジックリ見ると普段は気づかない美しさが

見えてくる。

■みんなを虫好きにさせたい

　家族は虫が好きかどうかわからないとおっ

しゃった小林さん。でも、人生で一番長く接

する家族は、やはり好きになってほしいよう

です。 虫に対して特別な感情を持っていな

い人は、どこかで虫に対して感激してくれる

場を設けると好きになってくれると話す小林

さん。しかし、「虫は気持ち悪いものだ」とい

う感情しか持っていない人に好きになって

もらうのは難しいようです。また、虫の魅力

については、どこかに神がいるのではない

かという神秘感が好きだと語る小林さん。 

確かにあの構造や動作を見ると、神がかり

的な複雑で巧妙なつくりをしています。

－収録日：2006年１月８日－ 039　小林弘一さん

→
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若いあなたに今語りたい「私の想い」がある。

※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

え、番組価値を理解してもらうことが必要だ

そうです。たとえ記事が小さくても、会うこと

によってよりたくさんの情報、あとでじっくり

考えたいことなど、多くの財産を得ることが

出来る。会うことの百倍学べる。そうお考え

になっていました。 

　また、仕事をする時に「このことだけは守

る」と考えていることは、皆で協力するという

ことだそうです。番組を作るには、たくさん

の取材スタッフが必要で、その代表者がア

ナウンサー。重要な情報を全部伝えること

は出来ないので、絞ったことを言葉で表現

する。そのため編集者でもあると言います。 

皆で一緒になって作り上げ、視聴者やたく

さんの人が願っていることを伝えられるかど

うかが大事。あくまでも主役はその場にいる

人たちなのです。「創造者」ということを忘

れず、訴える力を強く持つこと。 そこにある

ものを発酵させ、温かいものを伝えたい、と

松田さんは話してくださいました。どの仕事

も大切で、力を抜いてはいけない。皆で一

つになることが一番なのです。

▲アナウンサーはたくさんの人に会えます。あって聞く、

聞いた話を後から自分で考える、こうやって得たものが

私の財産になっています。

■地域住民の結びつきを強く

するには、まず家族から

　また、家族についての講演もなさっている

ので、そのことについて質問すると、皆で幸

せになって欲しいと言います。皆で集まっ

て、皆で幸せになりたいと願う。家族の一番

の幸せはやはり健康です。健康には、食べ

ることが大切ですが、皆で食べて皆で喋る

ことが一番の健康です。口は食べるためだ

けでなく、喋るためにある。そして、生きるこ

ともまた声を出すことに繋がっていくので

す。

　「羊水の中の赤ちゃんは、胸いっぱい吸

い込んでいた水を吐き出して初めて呼吸を

する。お医者さんがその時に『一人の人間

が産まれた』ということを言うでしょう。息をし

たから泣く。泣くことから生きることは始まる

のです」

　家族の幸せにはたくさんの形があり、夫婦

で暮らしている中で娘婿がパソコンを直し

に来てくれたり、時には困ったりすることも

全て幸せと言えます。そして、家族が好き

～家族の結びつきが強い～近所の結びつ

きが強い～杉並区民同士の結びつきが強

い、というように繋がっていくのです。

■時代を変革する若者たちへ

　松田さんからの、夢の実現を目指す若者

たちへのメッセージは、今の社会を新しく作

り直して欲しい、ということだそうです。「若

者はすごい、私たちが出来ないことがどん

どん出来る」。だから携帯電話で仲間内の

コミュニケーションを楽しむだけでなく、社

会を新しくすることにも積極的になって欲し

い、と松田さんは願っています。「僕らの作

った戦後の社会は、私たちが生きるために

出来たもの。 若い人たちのためのものでは

ないところがある。そういうところは壊して新

しくしないと、私たちのコピーでしかないん

だ。だけど、社会を新しくする時、シニア・

壮年の方のことも忘れないで欲しい」と。私

たち若者が生きるための社会にするには、

一度今の社会を自分自身で再点検しなけ

ればなりません。その時に自分たちの事ば

かりを考えていたのでは「本当の社会点

検」にはならないと思います。若者だけでな
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■インタビューに至った経緯

私は学校の授業で意見文を書いた時、自

分の意見を他人に伝え、理解してもらう喜

びを知りました。そのことがきっかけとなり、

将来はマスコミ関係の仕事に就きたいと考

えています。夏休みに、宿題の一環で新聞

記者の方とお会いする機会があり、お話を

伺いました。今までの経験を全て積み上げ

て出来た考えは、何事にも代え難いもので

あり、今までとは違う目線での見方を教えて

くれます。私はもっと色んな話を聴いてみた

いと思い、今回ＮＨＫのエグゼクティブアナ

ウンサーとして活躍され、現在放送以外で

も自然環境や家族をテーマにした講演で

全国を駆け回る松田輝雄さんにお話を伺

いました。

■アナウンサーの役割とは

　松田さんには、昔からマスコミ関係に進み

たいという気持ちはありましたが、それは

『アナウンサー』というわけではなかったよう

です。その時の社会の動きや就職状況等

から、最終的にＮＨＫのアナウンサーを選

んだそうです。なりたいと思っていたものに

必ずしも進めるわけではない。むしろ色々

なことを経験してから進路を決めた方が絶

対にいい、と話してくださいました。

　アナウンサーという仕事は、「たくさんの人

に会える素晴らしい仕事」です。また、その

ためには「会いたい」と思う人に、自分が聞

きたいこと、会いたいと思う目的を明確に伝



※掲載されている内容は、すぎなみ学倶楽部掲載当時の情報です。

ことがうかがえる場面がありました。 近所の

付き合いが減ったり、パソコンや携帯電話

などの便利なものが普及したり、家族の帰

宅する時間がバラバラだったりする中で、

私たちはあまり「一緒に」ということを考えな

くなってしまっていると思いました。 友だち

同士、家族同士、ご近所同士や地域一体

で、この「一緒に」という考え方が広がれ

ば、他人を思いやることが出来、それが住

みやすい街づくりへと繋がっていくのだと思

います。

【松田輝雄さんの感想】

１）報道人として、一番の醍醐味

　番組のなかでは、アナウンサーは何人も

の取材スタッフが集めた情報を分析しま

す。その上でいくつか、重要な情報を選択

する。放送する時間が限られているので、

重要な情報を全部伝えることができない。1

点、2点に絞って、絞ったことを言葉で表現

する。（選択と集中）だから、取材された人

や、取材スタッフが思ったことを言う最終表

現者がアナウンサーで、番組の編集者の

一人でもあるのです。また、映像とアナウン

サーとの関係ですが、映像を編集する人や

カメラマンが何を言いたかったか 映像の主

旨を理解して意図を見つけ出す喜びはか

けがいのないものです。ですから、番組作

りに携わる一同の代表者がアナウンサーで

あると考えています。

２）わたしのテーマは「家族の幸せ」

　幸せだと家族が強くなる、また、隣の人が

好きになる、そこでまた、幸せを感じること

ができます。家族は幸せのシンボル、親子

と夫婦がキーとなる。 この関係がおかしくな

ると幸せが消えていくことになりかねないの

です。幸せは健康の源で、「食べてしゃべ

れる」こと。口は使う、話し合うものです、口

紅をさすところだけではありません。話をす

ることで互いを信頼し、相手を大切にする

のです。

2

く、高齢者や働き盛りの方たち、そして子ど

もと女性、皆が暮らしやすい社会を作ること

が、私たちの課題です。

　さらに、私は女なので、これから先、その

ことが壁になる時が訪れるかもしれません。

日本は、口では男女平等と言っても、まだ

実際にはそうでない部分があります。女で

はなく、一人の人間がここにいるんだ、と言

える社会にもしなければならないのです。

　また、私たちが今すべきことは、自分自身

を豊かにすることだそうです。色々なことを

吸収することが大事だと教えてくださいまし

た。学生時代と社会は全く違っていて、例

えば教師を目指す人であれば、そのための

授業と実際の現場とはイコールでは結べな

いもの。そのため、学校は社会に出るため

の練習場所と考えて、自分の中身を豊かに

しなければならない。学校は、現実に負け

ないものを蓄える、「生きる」ための学問を

学ぶ場所なのです。

　そして、今の日本は学歴社会のため、ま

ずは勉強をして大学に入ること。「能力を測

らずに形式で人を判断する面が日本社会

には多くあります。だから、自分がそんな世

の中を変えていくという自覚を持って今を

過ごして欲しい」。私だけでなく他の人も、

全ての若者がこの自覚を持って生活してい

けたらいいと思いました。

　最後に、これから挑戦したいことを伺うと、

まず杉並の地域社会に入りたいということを

挙げました。「一緒に命をかけて仕事をした

仲間でなくても、小さな関わりをした人が、

今でも連絡をくれたりすることはうれしい。 

地域社会と一緒になって何かをしたい」と

考えていらっしゃいました。

【小田菜南子さんの感想】 

　私がこのインタビューを終えて、一番印象

に残っていることや考えさせられたことは、

たくさんある中でも、「一緒に」ということで

す。 松田さんのお話の中に「一緒に何かを

したい」、「一緒に作る」、「一緒に願う」と、

何度も「一緒に」ということを大切にしている

－収録日：2006年１月８日－ 040　松田輝雄さん

→
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